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越
前
町
合
併
20
周
年
記
念
式
典

　　
1010
月月
1212
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
」
で
「
越
前

日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
」
で
「
越
前

町
合
併

町
合
併
2020
周
年
記
念
式
典
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

周
年
記
念
式
典
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
﨑
・
滝
波
両
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
国
や
県
関
係
者
の
方
々
、

　

当
日
は
、
山
﨑
・
滝
波
両
参
議
院
議
員
を
は
じ
め
国
や
県
関
係
者
の
方
々
、

県
内
市
町
長
や
町
議
会
議
員
ら
町
関
係
者
、
一
般
入
場
者
な
ど
併
せ
て
約

県
内
市
町
長
や
町
議
会
議
員
ら
町
関
係
者
、
一
般
入
場
者
な
ど
併
せ
て
約

３
７
０
人
が
出
席
し
、
平
成

３
７
０
人
が
出
席
し
、
平
成
1717
年年
22
月月
11
日
の
日
の
44
町
村
合
併
か
ら

町
村
合
併
か
ら
2020
年
の
節

年
の
節

目
を
と
も
に
祝
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
町
内
４
つ
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
合

目
を
と
も
に
祝
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
町
内
４
つ
の
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
合

同
演
奏
に
よ
る「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」と「
ア
ル
セ
ナ
ー
ル
」の

同
演
奏
に
よ
る「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」と「
ア
ル
セ
ナ
ー
ル
」の
22
曲
が
オ
ー

曲
が
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
続
い
て
、
合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
の

プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
続
い
て
、
合
併
か
ら
こ
れ
ま
で
の
2020
年
間
を
振
り
返
る
映

年
間
を
振
り
返
る
映

像
が
上
映
さ
れ
た
後
、
青

像
が
上
映
さ
れ
た
後
、
青

柳
町
長
が
「

柳
町
長
が
「
2020
年
を
新
た

年
を
新
た

な
契
機
と
し
、
町
民
が
一

な
契
機
と
し
、
町
民
が
一

体
と
な
っ
て
地
域
の
ま
ち

体
と
な
っ
て
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
に
参
加
し
、
限
り

づ
く
り
に
参
加
し
、
限
り

な
い
愛
着
を
持
っ
て
い
た

な
い
愛
着
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
『
ふ
る
さ
と

だ
け
る
よ
う
『
ふ
る
さ
と  

越
前
町
』
の
創
造
に
邁
進

越
前
町
』
の
創
造
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞

し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
町
政
の
発
展

　
続
い
て
、
町
政
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
功
労
者
の

に
寄
与
さ
れ
た
功
労
者
の

皆
さ
ん
に
表
彰
状
や
感
謝

皆
さ
ん
に
表
彰
状
や
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
杉
本
知
事
か

　
そ
の
後
、
杉
本
知
事
か

ら
の
祝
辞
の
披
露
や
国
会

ら
の
祝
辞
の
披
露
や
国
会

議
員
の
方
々
な
ど
か
ら
祝

議
員
の
方
々
な
ど
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
越
前
町
が
合
併
し
た
年

　

式
典
の
最
後
に
は
、
越
前
町
が
合
併
し
た
年

に
生
ま
れ
、
共
に
成
長
し
、
今
年

に
生
ま
れ
、
共
に
成
長
し
、
今
年
2020
歳
を
迎
え

歳
を
迎
え

る
町
内
の

る
町
内
の
55
人
の
方
々
か
ら
、「
恵
ま
れ
た
自
然

人
の
方
々
か
ら
、「
恵
ま
れ
た
自
然

や
歴
史
あ
る
文
化
、
優
し
く
あ
た
た
か
い
人
た

や
歴
史
あ
る
文
化
、
優
し
く
あ
た
た
か
い
人
た

ち
が
住
む
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
越
前
町
が
、
未

ち
が
住
む
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
る
越
前
町
が
、
未

来
ま
で
ず
っ
と
続
く
よ
う
に
自
分
た
ち
若
者
が

来
ま
で
ず
っ
と
続
く
よ
う
に
自
分
た
ち
若
者
が

バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
次
の
子
ど
も
た
ち
に
つ

バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
次
の
子
ど
も
た
ち
に
つ

な
い
で
い
き
ま
す
」
と
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

な
い
で
い
き
ま
す
」
と
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

る
中
、
式
典
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

る
中
、
式
典
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

▲オープニング映像（映像で振り返る20年）

▲町政功労表彰

▲感謝状贈呈

▲未来へのメッセージ
　（左から、髙松智哉さん、青木彩羽さん、明城空良さん、熊野亜衣梨さん、牧野喬悟さん）

▲式辞を述べる青柳町長

▲祝辞を述べる山崎参議院議員

町政功労表彰

感謝状贈呈

順不同

順不同

【自治功労】
内 藤　俊 三 様　　野 　　賢 一 様
笠 原　秀 樹 様　　佐々木  一郎 様
齋 藤 　　稔 様　　田中  太左ヱ門 様
伊 部　良 美 様　　青 柳　良 彦 様
寺 阪 　　眞 様　　春 木　誠 一 様
鈴 木　茂 雄 様　　馬 谷　友 江 様
北　 　幸 夫 様　　古 﨑　新 治 様
孝 久　忠 央 様　　菅 原　秀 雄 様
小 酒　春 樹 様

【社会福祉】
宇 野　宏 子 様　　平 等　智 恵 様
【産業振興】

齊 藤　正 美 様　　佐 藤　光 宣 様
小 林　利 幸 様　　山 下　義 弘 様
【教育スポーツ】

伊 部　晃 裕 様　　両 林　英 之 様
澤　 　善 英 様　　畑 　　文 隆 様
清 水　満 広 様　　阿蘇谷  　均 様
木 村　壽 髙 様　　橋 本　和 彦 様
堀 　　龍 男 様
【交通安全】

内 藤　尚 子 様　　佐々木  光一 様

令和 ６ 年 11 月号広報 えちぜん3 広報 えちぜん 2令和 ６ 年 11 月号
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9
月
26
日
、
糸
生
小
学
校
3
・
4
年
生
21
人

と
丹
生
高
校
2
年
生
2
人
が
、
泰
澄
の
杜
体
験

農
園
で
古
代
米
の
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
5
月
22
日
に
、
糸
生
小
学
校
児
童
の
み
な
さ

ん
で
植
え
た
古
代
米
の
苗
が
大
き
く
育
ち
、
地

元
老
人
会
「
小
倉
福
寿
会
」
の
指
導
の
も
と
、

鎌
で
稲
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
正
期
の
足
踏
み
式
脱
穀
機
の
操
作

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
ペ
ダ
ル
を
踏
む
と
回
転

す
る
針
金
付
き
ド
ラ
ム
に
、
事
前
に
干
し
て
乾

燥
さ
せ
た
稲
の
束
を
乗
せ
る
と
、
も
み
が
勢
い

よ
く
落
ち
、
そ
の
様
子
に
子
ど
も
た
ち
は
驚
き

の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
古
代
米
は
、
町
内
小
中
学
校
の
給

食
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

古
代
米
を
収
穫
し
ま
し
た

▲稲刈り体験の様子▲魚のさばき方体験の様子

　

町
の
地
場
産
食
材
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

町
内
の
保
育
所
で
は
「
越
前
が
れ
い
の
干
物
作

り
」、小
中
学
校
で
は「
魚
の
さ
ば
き
方
体
験（
越

前
が
れ
い
の
ム
ニ
エ
ル
）」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
最
初
は
魚
を
さ
ば
く
こ
と
を
怖
が
っ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
で
し
た
が
、
越
前
町
漁
業
協
同
組
合
女

性
部
の
手
ほ
ど
き
で
、
う
ろ
こ
取
り
や
内
臓
取
り

が
で
き
た
と
き
は
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

　
ま
た
、保
育
所
で
は
「
お
魚
ふ
れ
あ
い
体
験
」

も
実
施
し
、
定
置
網
漁
で
獲
れ
た
い
ろ
ん
な
魚

に
触
れ
、
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
怖
が
っ

た
り
面
白
が
っ
た
り
、
初
め
て
触
る
感
触
に
一

喜
一
憂
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

お
魚
を
使
っ
た
体
験
を
し
ま
し
た

　
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
町
内
各
所
で
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
か
れ
、
白
熱
し
た
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
に
挑
ま
れ

た
み
な
さ
ん
は
、
慎
重
に
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
向

け
て
ボ
ー
ル
を
打
ち
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
各
大
会
で
入
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
会
結
果

第
19
回
越
前
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

 

（
9
月
18
日　
越
前
陶
芸
村
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）

男
子
の
部　
優　
勝　
笠
原　
秀
樹

　
　
　
　
　
準
優
勝　
鷲
田　
武
和

　
　
　
　
　
第
3
位　
西
尾　
佳
久

女
子
の
部　
優　
勝　
清
水
た
ま
え

　
　
　
　
　
準
優
勝　
𫝆
井
八
千
代

　
　
　
　
　
第
3
位　
新
井　
葉
子

第
21
回
織
田
信
長
公
顕
彰
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

 

（
9
月
25
日　
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

男
子
の
部　
優　
勝　
牛
若　
一
男

　
　
　
　
　
準
優
勝　
松
田　
　
傳

　
　
　
　
　
第
3
位　
孫
谷　
利
明

女
子
の
部　
優　
勝　
佐
藤　
幸
子

　
　
　
　
　
準
優
勝　
森
川
瑠
美
子

　
　
　
　
　
第
3
位　
今
井
八
千
代

第
18
回
越
前
町
議
会
議
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

 

（
10
月
1
日　
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ン
ド
運
動
場
）

男
子
の
部　
優　
勝　
木
下　
賢
一

　
　
　
　
　
準
優
勝　
笠
原　
秀
樹

　
　
　
　
　
第
3
位　
清
水　
　
讓

女
子
の
部　
優　
勝　
濵
野　
公
子

　
　
　
　
　
準
優
勝　
今
井
八
千
代

　
　
　
　
　
第
3
位　
山
内　
節
子

　
　
　
　
　
総
合
優
勝　
濵
野　
公
子

白
熱
！
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
！

　

９
月
29
日
、
織
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、

第
18
回
織
田
信
長
公
顕
彰
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
40
チ
ー
ム
、
総
勢

１
２
６
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
秋
の
始
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
涼
や
か
な
薄
陽

の
中
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
す
る
よ
う
に
、
真
剣
な
様
子
で
試
合

に
臨
ん
で
い
し
た
。

大
会
結
果

　
優　
勝　
大
野
Ａ　
（
大
野
市
）

　
準
優
勝　
水
仙　
　
（
越
前
地
区
）

　
第
3
位　
明
神
Ｂ　
（
織
田
地
区
）

第
18
回
織
田
信
長
公
顕
彰
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

▲大会で入賞されたチームのみなさん

　

９
月
28
日
・
29
日
、
福
井
県
営
体
育
館
で
、

オ
ー
イ
ン
グ
杯
第
43
回
福
井
県
少
年
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

の
総
勢
80
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
コ
ー
ト
上
で
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
は
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
四
ヶ
浦

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
み
な
さ
ん

が
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
第
3
位　
四
ヶ
浦
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

オ
ー
イ
ン
グ
杯

第
43
回
福
井
県
少
年
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▲四ヶ浦バレーボールスポーツ少年団のみなさん

　
10
月
19
日
～
22
日
、
鳥
取
県
で
第
36
回
全
国

健
康
福
祉
祭
と
っ
と
り
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
県
代
表
と
し
て
町
か
ら
3
種
目
3
人
が
出

場
し
、
全
国
の
選
手
と
競
技
を
通
し
て
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
出
場
選
手

　
卓　
球　
　
　
　
　
　
室　
　
敏
一

　
弓　
道　
　
　
　
　
　
位
寄　
裕
之

　
美
術
展（
工
芸
部
門
）　
時
田
香
代
子

第
36
回
全
国
健
康
福
祉
祭
と
っ
と
り
大
会

▲激励会での位寄さん（左）

　
９
月
29
日
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

第
19
回
越
前
町
民
軟
式
野
球
大
会
が
開
か
れ
、

来
年
度
の
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
出
場
権
を
か
け
て

町
内
２
チ
ー
ム
が
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
試
合
が
動
い
た
の
は
0
対
0
で
迎
え
た
最
終

回
ウ
ラ
、
オ
タ
イ
コ
ー
ズ
の
先
頭
打
者
が
出
塁

し
、
後
続
渡
邉
真
委
也
選
手
が
サ
ヨ
ナ
ラ
ヒ
ッ

ト
を
放
ち
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
オ
タ
イ
コ
ー
ズ  

１‒

０  

越
前
ボ
ン
バ
ー
ズ

　
優　
勝　
オ
タ
イ
コ
ー
ズ

　
準
優
勝　
越
前
ボ
ン
バ
ー
ズ

合
併
20
周
年
記
念

第
19
回
越
前
町
民
軟
式
野
球
大
会

▲大会で優勝されたオタイコーズのみなさん▲的を見据え弓を引くチーム越前町 D

　
9
月
22
日
、
平
成
5
年
に
落
成
し
た
朝
日
弓

道
場
の
開
設
を
記
念
し
て
、
今
年
で
31
回
目
と

な
る
朝
日
弓
道
場
開
設
記
念
大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
町
内
外
か
ら
27
チ
ー
ム
、
75
人
の

射
手
が
集
ま
り
、
団
体
戦
と
個
人
戦
を
競
い
合

い
ま
し
た
。

町
内
出
場
者
大
会
結
果

個
人
の
部
（
女
子
）　

　
優　
勝　
熊
谷　
咲
希
（
丹
生
高
Ｃ
）

団
体
の
部　
　
　
　
　

　
優　
勝　
越
前
町
Ｄ

　
　
　
　
　
（
天
谷
信
幸・高
島
敦
子・佐
々
木
正
人
）

第
31
回
朝
日
弓
道
場
開
設
記
念
大
会
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10
月
8
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
カ

メ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
て
令
和
6
年
度
越
前
町
戦
没

者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
、
遺
族
や
来
賓
な
ど

約
70
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、参
列
者
全
員
で
黙
と
う
を
し
て
、

国
歌
を
斉
唱
し
た
後
、
青
柳
町
長
が
式
辞
を
述

べ
、
来
賓
と
遺
族
代
表
よ
り
追
悼
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
遺
族
を
代
表
し
、
岡
本
ト
シ

子
さ
ん
が
「
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え
る

こ
と
が
遺
族
の
使
命
で
あ
る
と
肝
に
銘
じ
、
平

和
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
い
く
」
と
追

悼
の
言
葉
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　
最
後
に
参
列
者
全
員
で
献
花
を
行
い
、
戦
没

者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

越
前
町
戦
没
者
追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た

▲遺族代表による追悼の辞▲参加したみなさんで集合写真

　
9
月
21
日
、
織
田
女
性
の
会
が
敬
老
の
日
の

お
祝
い
に
、
や
す
ら
ぎ
荘
と
ひ
ま
わ
り
荘
を
慰

問
し
、
こ
だ
わ
り
の
衣
装
で
踊
り
や
歌
を
披
露

し
ま
し
た
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
は
、
阿
波
踊
り
や
創
作

ダ
ン
ス
、
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
の
踊
り
に
合
わ
せ

て
手
を
叩
き
、
体
を
揺
ら
し
な
が
ら
、
楽
し
そ

う
に
観
覧
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
み
ん
な
で

手
足
を
動
か
し
な
が
ら
「
幸
せ
な
ら
手
を
た
た

こ
う
」
や
「
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
」
な
ど
を
歌

い
、
最
後
に
「
も
み
じ
」
を
全
員
で
合
唱
す
る

と
、
会
場
が
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
織
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
慰

問
し
た
際
に
は
、
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
手
作

り
マ
ス
コ
ッ
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

織
田
女
性
の
会
が
高
齢
者
施
設
を
慰
問
し
ま
し
た

▲ひまわり荘での踊りの様子

　

9
月
24
日
、
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
織
田
小
学
校
と
萩
野
小
学
校
の
第
1
回
学

校
再
編
準
備
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
委
員

会
は
、
地
域
住
民
と
保
護
者
、
学
校
関
係
者
の

14
人
で
構
成
さ
れ
、
今
後
、
児
童
と
保
護
者
の

み
な
さ
ん
が
安
心
で
き
る
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
、
校
名
な
ど
の
基
本
的
な
事
項
を
含
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
8
年
4
月
を
目
標
に
再
編
準

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
、
再
編
の
場
所
は
織
田

小
学
校
を
活
用
す
る
こ
と
、
ま
た
、
全
体
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

※
委
員
会
の
結
果
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

　
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先　
教
育
政
策
推
進
室

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
０
５

学
校
再
編
準
備
委
員
会（
織
田
小
学
校
・
萩
野
小
学
校
）を

設
置
し
ま
し
た

　
町
内
で
発
生
し
た
火
災
に
お
い
て
、
小
坂
さ

ん
、
左
近
さ
ん
、
川
端
さ
ん
が
迅
速
な
通
報
と

適
切
な
初
期
消
火
を
行
い
、
隣
接
す
る
林
野
へ

の
延
焼
阻
止
に
繋
げ
た
と
し
て
、
吉
村
消
防
署

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
協
力
者
表
彰
は
、
火
災
の
際
に
は
火
災

の
拡
大
を
未
然
に
防
ぎ
、
救
急
の
際
に
は
適
切

な
応
急
処
置
を
行
っ
た
人
に
対
し
て
贈
呈
す
る

も
の
で
す
。　
　
　
　

　
今
回
の
火
災
の
際
に
対
す
る
表
彰
は
、
町
内

で
は
3
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
勇
気
の
あ
る
行

動
を
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

消
防
協
力
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た

▲委員会の様子

▲小坂さん（前列左）、左近さん（前列中央）、川端さん（前列右）

　

9
月
28
日
、
宮
崎
地
区
小
曽
原
に
あ
る
「
ム

ラ
タ
の
森
」
で
、
㈱
福
井
村
田
製
作
所
の
野
村

代
表
取
締
役
社
長
を
は
じ
め
従
業
員
の
み
な
さ

ん
42
人
が
参
加
し
、
草
刈
り
や
せ
せ
ら
ぎ
の
泥
上

げ
、
昨
年
植
樹
し
た
モ
ミ
の
木
の
剪
定
や
樹
木
の

枝
打
ち
な
ど
の
保
全
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
に
は
、
町
か
ら
も
青
柳
町
長
を

は
じ
め
新
採
用
職
員
な
ど
16
人
が
参
加
し
、
一

緒
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今
年
福
井

県
で
開
催
さ
れ
た
第
47
回
全
国
育
樹
祭
で
は
福

井
県
緑
化
等
功
労
者
と
し
て
知
事
か
ら
㈱
福
井

村
田
製
作
所
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
町

民
の
み
な
さ
ん
も
「
ム
ラ
タ
の
森
」
へ
ぜ
ひ
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
ム
ラ
タ
の
森
」
保
全
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

　
樫
津
区
会
は
、
令
和
6
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
）
の
採
択
を
受
け
、

集
会
施
設
の
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
な
ど
の
入
替
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
区
民
が
集
い
、
交
流
が
で
き
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
で
、
区
全
体
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
助
成
事
業

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

事
業
の
一
環
と
し
て
、（
一

財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
備
品
を
購
入
し
ま
し
た

総合防災訓練で防災力を高めました
　9月29日、越前地区をメイン会場に町全域を対象とした総合防災訓練が行われました。
　訓練は、福井沿岸部を震源とする震度6強の地震が発生し、その直後に大津波警報が発表され
たという想定で行われ、町民など約500人が参加しました。
　訓練会場では、避難した住民が応急手当や心肺蘇生法、初期消火、避難所開設運営訓練を体験
し、いざというときに自助と共助の力で災害を乗り越える技術を学びました。そのほか、越前町
赤十字奉仕団による炊出し訓練、給水車などを使った上下水道訓練、事故車両や倒壊家屋からの
救急救助連携訓練を行うなど、大規模災害さながらの緊迫した訓練となりました。

避難所設営訓練（簡易トイレを設置する様子） 避難所設営訓練（テントを設営する様子）
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予算規模

会　　計 当初予算額 補正予算額 予算現額

一般会計 144億6,000万円 5億132万4千円 149億6,132万4千円

特別会計 50億3,295万2千円 1億786万2千円 51億4,081万4千円

事業会計 26億5,279万3千円 9,590万8千円 27億4,870万1千円

合　　計 221億4,574万5千円 7億509万4千円 228億5,083万9千円

財産の現在高
種　　　　　別 現　在　高

公  

有  

財  

産

土 地 2,775,783㎡
建 物 204,887㎡
山 林 1,629,476㎡
物 権 17,580㎡
有 価 証 券 9,700千円
出資による権利 643,022千円

基
金

一 般 会 計 7,546,547千円
特 別 会 計 544,490千円
事 業 会 計 15,292千円

町債の現在高
区　　　　　分 現　在　高

一 般 会 計 9,920,171千円
特別
会計 温 泉 事 業 13,000千円

事業
会計

水 道 事 業 2,237,659千円
下 水 道 事 業 1,443,734千円
国民健康保険病院事業 333,098千円

合　　　　　計 13,947,662千円

特別会計、事業会計の収支の状況

会　計　名 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B/A

支出済額
C

支出率
C/A

国 民 健 康 保 険 事 業 2,298,384 844,965 36.8% 768,062 33.4%
介 護 保 険 事 業 2,445,734 1,050,230 42.9% 906,619 37.1%
後期高齢者医療事業 344,793 132,487 38.4% 88,217 25.6%
温 泉 事 業 25,231 4,078 16.2% 8,214 32.6%
農林漁業体験実習館事業 26,635 5,478 20.6% 10,941 41.1%
土 地 区 画 整 理 事 業 37 0 0.0% 0 0.0%

合　　　　　計 5,140,814 2,037,238 39.6% 1,782,053 34.7%

■特別会計の収支の状況  （単位：千円）

会 計 名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算現額
A

収入済額
B

収入率
B／A

予算現額
C

支出済額
D

支出率
D／C

水 道 事 業
収益的収支 594,821 241,246 40.6% 598,120 128,551 21.5%
資本的収支 239,069 195,619 81.8% 393,351 165,486 42.1%
合　　計 833,890 436,865 52.4% 991,471 294,037 29.7%

下水道事業
収益的収支 1,047,829 249,464 23.8% 1,048,687 129,401 12.3%
資本的収支 151,122 11,901 7.9% 368,440 138,009 37.5%
合　　計 1,198,951 261,365 21.8% 1,417,127 267,410 18.9%

国民健康保険
病 院 事 業

収益的収支 147,744 50,000 33.8% 147,744 42,306 28.6%
資本的収支 121,713 0 0.0% 195,359 113,299 58.0%
合　　計 269,457 50,000 18.6% 343,103 155,605 45.4%

※資本的収入が資本的支出に対し不足する分は損益勘定留保資金などで
　補てんしました。

■事業会計の収支の状況  （単位：千円）

一般会計の収支の状況

科　　　　目 予算現額
A

収入済額
B

収入率
B ／ A

町 税 2,042,687 1,293,329 63.3%
地 方 譲 与 税 等 832,102 472,334 56.8%
地 方 交 付 税 5,400,000 3,684,439 68.2%
交通安全対策特別交付金 1,300 574 44.2%
分 担 金 及 び 負 担 金 72,410 27,133 37.5%
使 用 料 及 び 手 数 料 75,251 36,374 48.3%
国 庫 支 出 金 1,798,744 534,337 29.7%
県 支 出 金 1,025,365 144,966 14.1%
財 産 収 入 83,724 20,371 24.3%
寄 附 金 803,001 285,312 35.5%
繰 入 金 1,782,440 422 0.0%
繰 越 金 184,652 610,908 330.8%
諸 収 入 162,348 13,778 8.5%
町 債 697,300 0 0.0%

歳　入　合　計 14,961,324 7,124,277 47.6%

科　　　目 予算現額
A

支出済額
B

支出率
B ／ A

議 会 費 99,281 54,178 54.6%
総 務 費 2,897,905 701,352 24.2%
民 生 費 3,868,916 1,431,333 37.0%
衛 生 費 1,332,135 699,399 52.5%
労 働 費 34,056 23,637 69.4%
農 林 水 産 業 費 709,842 307,502 43.3%
商 工 費 772,655 486,796 63.0%
土 木 費 943,884 285,234 30.2%
消 防 費 549,668 262,450 47.7%
教 育 費 1,488,297 540,041 36.3%
公 債 費 1,424,113 752,790 52.9%
諸 支 出 金 830,572 0 0.0%
予 備 費 10,000 0 0.0%

歳　出　合　計 14,961,324 5,544,712 37.1%

■歳入  （単位：千円） ■歳出  （単位：千円）

　令和6年度上半期の「一般会計、特別会
計、事業会計の予算規模、収支の状況」と

「財産、町債の現在高」をお知らせします。
　なお、予算現額には令和5年度からの繰
越額は含まれておりません。

令和6年度予算の上半期（9月30日現在）の執行状況などをお知らせします

問合せ先　財政課　☎34‒8711

次の４つの要件をすべて満たすものが屋外広告物です。屋外広告物とは??

屋外広告物を表示（設置）するときは、「町長の許可」が必要です。

すでに屋外広告物を表示（設置）している人へ

●❶	常時または一定の期間継続して表
示されるもの

	 （街頭などで配られるチラシなどは
含まれません。）

●❷	屋外で表示されるもの
	 （建物や自動車の内側などに表示さ
れるものは含まれません。）

●❸	公衆に対して表示されるもの
	 駅構内など、特定の人に対して表示
されるものは含みません。）

●❹	看板・立看板・貼り紙・貼り札・広
告幕・広告塔・広告板・建物などに
表示または設置されたものやこれ
らに類するもの

　屋外広告物を表示（設置）する場合は、福井県屋外広告物条例に基づき、原則として「町長の許可」
を受けなければなりません。
※自家用広告物（自己の店舗名称を表示した看板など）についても、一定面積を超える場合、許可が必要です。
※福井県屋外広告物条例には、違反広告物を表示または設置する行為に対して、30万円以下の罰金などの罰則

規定があります。

屋外広告物を表示（設置）している人は、次のことをご確認ください。
●❶	条例の基準（大きさ、高さなど）に適合していますか。
●❷	広告物を表示できない場所に設置していませんか。
●❸	「町長の許可」を受けていますか。無許可の場合は許可申請が必要です。
●❹	更新の手続きはしていますか。屋外広告物は、その種類ごとに1か月、1年、3年に1回更新が必要
です。また、除去する場合も除去届出書の提出が必要ですので、都市整備課へお問い合わせください。

●❺	腐食や変色、塗料のはく離がないようにメンテナンスしていますか。
	 ※県内でも、屋外広告物の落下事故が発生しています。
	 　万が一事故が起きれば、その責任を問われるだけではなく、会社やお店の評判にも影響します。
	 　今一度ご確認をお願いします。

広告板（屋上広告）

広告板

広告塔

（立看板）（はり紙）

広告幕
（壁面広告）

広告板
（突出し広告）

屋外広告物屋外広告物ののルールルール
　屋外広告物は、広報や宣伝の役割を担い、町に賑わいや活気をもたらす一方、無秩序
に濫用すると景観を阻害するだけでなく、広告物の落下などにより通行人や車両に危害
を加えるおそれもあります。これらの事態を避けるため、「屋外広告物法」や「福井県屋
外広告物条例」により、大きさ、高さ、設置場所などが規制されています。

ご存知
ですか？

＊屋外広告物規制の詳細は、県ホームページで公開しています。

問合せ先　都市整備課　☎34‒8703

◀県ホームページ

広報 えちぜん 8広報 えちぜん9 令和 ６ 年 11 月号令和 ６ 年 11 月号

えちぜん町からのお知らせ



キキクル（気象庁運営）
気象情報が確認できます。

医
療
費
通
知
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯

に
、
健
康
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
受
診
年
月
・
受
診
者
・
受
診
医
療
機
関
名
・

受
診
診
療
科
・
医
療
費
を
記
載
し
た
医
療
費
通

知
（
医
療
費
の
お
知
ら
せ
）
を
年
6
回
送
付
し

て
い
ま
す
。

　
医
療
費
の
お
知
ら
せ
を
確
定
申
告
の
医
療
費

控
除
に
活
用
す
る
場
合
、
2
月
の
確
定
申
告
時

期
ま
で
に
送
付
で
き
る
医
療
費
通
知
は
、
10
月

診
療
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
11
月
お
よ
び
12
月

に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
の
領
収
書
に
基
づ
い

て
作
成
し
た
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
を
確

定
申
告
書
に
添
付
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
こ
の
場
合
、
領
収
書
は
確
定
申
告
期
限

か
ら
5
年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
を
活
用
し
よ
う

　
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
と
は
、
慢
性
疾
患
な
ど
症

状
が
安
定
し
て
い
る
患
者
に
つ
い
て
医
師
が
認

め
た
場
合
、
最
大
3
回
、
医
療
機
関
に
か
か
ら

ず
薬
局
で
処
方
薬
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
。

「
第
三
者
行
為
の
届
出
」
を
お
願
い
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

被
保
険
者
が
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
過
失
に

よ
る
け
が
な
ど
で
保
険
証
を
使
っ
た
場
合
に

は
、
町
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　
第
三
者
行
為
で
病
院
に
か
か
っ
た
際
の
医
療

費
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
第
三
者
（
加
害
者
）

が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
保
険
診
療
を
受

け
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
が
負
担
分
を
一
時
的
に
立
替
払
い

し
、
治
療
が
完
了
し
た
後
、
保
険
者
が
第
三
者

（
加
害
者
）
に
費
用
を
請
求
し
ま
す
。

◇
第
三
者
行
為
に
該
当
す
る
も
の
◇

①
交
通
事
故
で
け
が
を
し
た
場
合
（
同
乗
中
の

事
故
や
自
損
事
故
も
含
み
ま
す
）

②
け
ん
か
な
ど
不
当
な
暴
力
で
け
が
を
し
た

場
合

③
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
か
ま
れ
て
け
が
を
し
た

場
合

④
施
設
の
欠
陥
に
よ
る
事
故
で
け
が
を
し
た

場
合　
な
ど

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
１
０

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲くわしくはこちらから
　ご確認ください。

▲詳しくはこちら

　
税
金
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
公

共
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、

非
常
に
大
切
な
財
源
で
す
。

　
町
で
は
、
納
付
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
み
な

さ
ん
と
の
公
平
性
を
保
ち
、
滞
納
額
の
解
消
を

図
る
た
め
、
県
と
県
内
市
町
が
共
同
で
税
収
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
11
月
・
12
月

は
、
県
下
統
一
滞
納
整
理
月
間
と
定
め
、
税
の

徴
収
強
化
の
取
組
み
を
行
い
ま
す
。

納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

口
座
振
替
は
納
付
の
手
間
が
省
け
、
簡
単
、

確
実
、
便
利
で
安
心
な
支
払
方
法
で
す
。
一
度
手

続
き
す
る
と
翌
年
以
降
も
自
動
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
銀
行
届
出
印
を
お
持
ち
の
上
、
口
座
振
替
を
希

望
さ
れ
る
金
融
機
関
で
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

納
税
が
困
難
な
場
合
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
病
気
や
失
業
、
事
業
の
経
営
不
振
な
ど
の
や

む
を
得
な
い
理
由
や
多
重
債
務
な
ど
、
町
税
の

納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
放
置
せ
ず
に
、
早
め
に
税
務
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。　
　
　

問
合
せ
先　
税
務
課　
☎
３
４-

８
７
０
９

11
月
・
12
月
は
県
下
統
一
滞
納
整
理
推
進
月
間
で
す

　
11
月
11
日
～
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す
。

　
北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
で
は
、「
税
を
考
え

る
週
間
」
に
協
賛
し
、
相
続
税
な
ど
の
身
の
回

り
の
税
金
に
つ
い
て
無
料
税
務
相
談
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
11
月
11
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時
30
分（
受
付
終
了
）

場　
　
所　
市
民
プ
ラ
ザ
た
け
ふ
３
階
中
会
議
室
１

　
　
　
　
　
（
越
前
市
府
中
１-

11-

２
）

問
合
せ
先　
北
陸
税
理
士
会
武
生
支
部
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
４
２-

５
５
８
３

「
税
を
考
え
る
週
間
」
無
料
税
務
相
談
の
お
知
ら
せ

　
令
和
6
年
4
月
か
ら
相
続
登
記
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
相
続
や
遺
言
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
講
演
会
・
相
談
会
と

も
に
無
料
で
完
全
予
約
制
で
す
。
相
談
は
、
司

法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
が
お
受
け
し
ま
す
。

日　
　
時　
11
月
19
日
㈫

講
演
会　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

相
談
会　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

　
　
　
　
　
（
1
組
20
分
）

場　
　
所　
福
井
春
山
合
同
庁
舎（
福
井
市
春
山
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
福
井
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
７
７
６-

２
２-

５
１
７
４

相
続
・
遺
言
に
関
す
る
講
演
会
・
相
談
会

遺言書ほかんガルー

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
や
児
童
・
高

齢
者
の
虐
待
な
ど
、
人
権
が
守
ら
れ
て
い
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
身
近
な
生
活
の

中
で
人
権
問
題
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
り
、
困

り
ご
と
や
心
配
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
話
を
す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。（
事
前
予
約
可
）

日　
　
時　
12
月
2
日
㈪

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場　
　
所　
越
前
町
役
場

相
談
員　
丹
生
地
区
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４-
８
７
０
８

特
設
人
権
相
談
所
を
開
き
ま
す

　
県
立
盲
学
校
で
は
、
見
え
な
い
・
見
え
に
く

い
幼
児
と
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
鍼
灸
の
国
家
資
格
を
目
指
す

理
療
科
も
設
置
し
て
い
ま
す
。
理
療
科
へ
の
入

学
に
は
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
入
園
・
入

学
を
希
望
さ
れ
る
人
や
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

募
集
学
部　

　
幼
稚
部
、
高
等
部
普
通
科
・
理
療
科
（
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
養
成
課
程
）

入
学
条
件

　
視
力
や
視
野
の
障
が
い
で
見
え
方
に
困
難
が

あ
る
人
。（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

入
学
者
選
考　
令
和
7
年
2
月
頃
（
予
定
）

問
合
せ
先　
福
井
県
立
盲
学
校

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６-

５
４-

５
２
８
０

見
え
方
で
お
困
り
の
人
へ

　
ご
自
身
の
健
康
の
手
が
か
り
を
探
し
て
み
る

た
め
に
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ど
の
測
定
も
痛
み
は
な
く
、
5
分
程
度
で

簡
単
に
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
11
月
6
日
㈬　
正
午
～
午
後
4
時

場　
　
所　
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
メ
ル
シ

　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

参
加
料　
無
料

内　
　
容

　
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
・
筋
肉
量
・
脂
肪
量
測
定　

　
筋
肉
量
や
脂
肪
量
、
水
分
量
な
ど
が
わ
か

り
ま
す
。

※
体
内
に
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
ス
テ
ン
ト
が

入
っ
て
い
る
人
は
測
定
で
き
ま
せ
ん
。

　
・
ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク　

　
手
の
ひ
ら
に
セ
ン
サ
ー
を
30
秒
当
て
る
だ
け

で
日
頃
の
野
菜
の
摂
取
量
が
わ
か
り
ま
す
。

　
・
血
管
年
齢
測
定

　
血
管
年
齢
と
点
数
で
、
血
管
の
老
化
度
合

い
を
わ
か
り
や
す
く
採
点
し
ま
す
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
　
高
血
圧
に
つ
い
て
、
減
塩
商
品
の
紹
介
な
ど

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
１
０

ミ
ニ
健
康
フ
ェ
ア
in
メ
ル
シ

　
毎
年
12
月
1
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
で

す
。
世
界
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
防
止

と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解

消
を
目
的
と
し
て
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

が
１
９
８
８
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
世
界
エ

イ
ズ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
夜
間
検
査
を
実
施
し

ま
す
。

日　
　
時　
12
月
5
日
㈭　
午
後
5
時
～
7
時

会　
　
場　
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
鯖
江
市
水
落
町
1
丁
目
２-

25

内　
　
容

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
梅
毒
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

　
※
採
血
に
て
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症

※
採
尿
に
て
検
査
を
行
い
ま
す
。
検
査
前
1

時
間
は
排
尿
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

＊
検
査
は
、
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
予
約
制
で
、
無
料
・
匿
名
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

＊
検
査
結
果
は
、
原
則
1
週
間
後
に
来
所
し
て

い
た
だ
き
お
伝
え
し
ま
す
。
電
話
で
は
お
伝

え
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー 

地
域
保
健
課

　
☎
５
１-

０
０
３
４

12
月
1
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま
す

▲詳細・予約は
　こちら

　
年
金
相
談
に
関
し
て
、
お
客
様
に
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
、
年
金
事
務
所
で
は

予
約
で
の
相
談
を
優
先
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
年
金
相
談
窓
口
で
年
金
請
求
の
手
続
き
や
受

給
さ
れ
て
い
る
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、来
訪
相
談
の
「
予
約
受
付
専
用
電
話
」

を
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
相
談
に
関
す
る
一
般
的
な
問
合
せ

は
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

予
約
受
付
専
用
電
話

　
☎
０
５
７
０-

０
５ゴ-

４ヨ

ヤ

ク

ヲ

８
９
０

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０-

０
５-

１
１
６
５

※
お
電
話
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
を
お
手
元
に
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
武
生
年
金
事
務
所　

　
　
　
　
　
☎
２
３-

１
１
２
６

年
金
予
約
相
談
に
つ
い
て
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越前町お知らせメール（町運営）
町の防災情報や緊急情報などをメールで配信しています。

福井県河川・砂防総合情報（県運営）
河川水位や雨量、河川カメラなどが確認できます。

民生委員
はあなたの地区の相談役です

問合せ先　障がい生活課　☎34-8723
宮崎住民サービス室　☎32-7711

民生委員児童委員には守秘義務があり、相談した人の
秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。

家庭ごみの正しい分け方・出し方家庭ごみの正しい分け方・出し方フードロスの削減についてフードロスの削減について

フードロス削減のために
●フードロス削減のためには、食べきれる分だけ買う・調理することが重要です。
　飲食店や飲み会でも同様で、食べきれる分だけ注文するようにしましょう。
●買い物の際には、食品に記載されている期限に注目しましょう。
消費期限は生鮮食品や総菜など、早めに食べることが想定され、傷みや
すいものに記載されています。期限切れのものは食べてはいけません。
賞味期限はおいしく食べられる目安であり、期限が切れても食べられ
なくなるわけではありません。

●フードドライブを活用しましょう。
　フードドライブとは、家庭で食べきれない食
品がフードロスにならないように、余っている
食品を持ち寄り、必要としている施設や団体に
寄付する活動です。
　町では不定期にフードドライブを実施します。
広報えちぜんやホームページで周知しますので
ご確認ください。

　こんにちは、住民環境課ごみ係です。
　忘年会や新年会など、飲み食べする機会が増える季節になり、おいしいお酒や食べ物を楽しむこ
とが多くなります。しかし、飲み会が増えると食べ残しが増え、その多くがごみとして捨てられて
しまうことが、昨今の社会問題のひとつになっています。
　そこで今回は普段と趣向を変え、食べ残しなどのいわゆるフードロスの削減について説明します。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708
詳しくは町ホームページをご確認ください▶

第4回第4回

　
令
和
７・８
年
度
に
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事

な
ど
の
入
札
な
ど
に
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間

①
物
品
購
入
な
ど

　
11
月
1
日
㈮
～
2
月
28
日
㈮

②
建
設
工
事
、
測
量・コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
、

小
規
模
修
繕
な
ど

　
12
月
２
日
㈪
～
2
月
28
日
㈮

（
※
①
②
共
に
、
土
日・祝
日・年
末
年
始
除
く
）

提
出
書
類

・
指
定
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
印
刷
し
た
も
の

・
業
者
カ
ー
ド
の
電
子
デ
ー
タ

・
そ
の
他
、
添
付
が
求
め
ら
れ
て
い
る
書
類

※
指
定
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
部
改
正
が
あ
る
の
で
、
最
新

様
式
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）

資
格
適
用
期
間

　
令
和
7
年
5
月
1
日
～
令
和
9
年
4
月
30
日

問
合
せ
先　
監
理
課　
☎
３
４-

８
７
１
９

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
お
知
ら
せ

　
10
月
5
日
よ
り
、
福
井
県
の
最
低
賃
金
が
現

行
の
1
時
間
９
３
１
円
か
ら
９
８
４
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
精
皆
勤
手

当
、
時
間
外
手
当
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　
福
井
労
働
局 

労
働
基
準
部 

賃
金
室

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６-

２
２-

２
６
９
１

福
井
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
今
年
の
年
末
調
整
は
例
年
と
異
な
り
、
年
末

調
整
時
点
で
の
定
額
減
税
に
基
づ
く
精
算
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
本
説
明
会
で
は
、
武
生
税
務
署
の

担
当
者
が
令
和
6
年
分
年
末
調
整
の
や
り
方
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
11
月
18
日
㈪ 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　
　
所　
武
生
商
工
会
館
4
階 

パ
レ
ッ
ト
ホ
ー
ル

対　
　
象　
法
人
・
個
人
事
業
者

定　
　
員　
先
着
２
０
０
人
（
予
約
不
要
）

受
講
料　
無
料

問
合
せ
先　
南
越
法
人
会　
☎
２
３-

１
１
０
５

令
和
６
年
分
年
末
調
整
説
明
会
開
催
の
お
し
ら
せ

▲南越法人会
　ホームページ

▲国税庁　
ホームページ

　定額減税特
設サイト

　
秋
は
ク
マ
が
冬
眠
前
に
食
べ
物
を
求
め
て
活

発
に
活
動
す
る
季
節
で
す
。

　
柿
や
栗
、
銀
杏
、
ド
ン
グ
リ
な
ど
は
ク
マ
の

好
物
で
す
。
ク
マ
の
餌
と
な
る
実
が
多
い
場
所

は
、
餌
が
な
く
な
る
ま
で
ク
マ
が
頻
繁
に
出
没

す
る
た
め
、
不
用
意
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
早
め
に
収
穫
を
し
て
ク
マ
を
呼

び
寄
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
特
に
朝
夕
は
餌
を
求
め
て
活
発
に
活

動
し
ま
す
。
屋
外
で
作
業
を
す
る
時
や
山
に
入

る
時
は
、
ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
が
出
る
も
の
を

携
帯
し
、
ク
マ
に
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
ク
マ
を
目
撃
し
た
ら
、
農
林
水
産
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
農
林
水
産
課　
☎
３
４-

８
７
０
４

秋
の
ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
現
職
自
衛
官
が
、
自
衛
隊
の
仕
事
内
容
や
制

度
、
福
利
厚
生
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な

ど
に
つ
い
て
直
接
お
話
し
す
る
就
職
説
明
会
を

実
施
し
ま
す
。
自
衛
隊
に
興
味
が
あ
る
人
、
就

職
・
転
職
先
を
探
し
て
い
る
人
、
一
度
お
話
を

き
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
氏
名
、

連
絡
先
、
ご
希
望
の
日
時
を

入
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

　
自
衛
隊
福
井
地
方
協
力
本
部  

越
前
地
域
事
務
所

　
☎
２
２-

６
１
３
９

自
衛
隊
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　
子
育
て
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た
人
の
再
就
職

や
、
現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
母
親

を
対
象
に
、
専
門
職
員
に
よ
る
個
別
相
談
会
を

開
き
ま
す
。

　
こ
の
相
談
会
で
は
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
母
親

同
士
の
情
報
交
換
や
、
就
職
に
関
し
て
気
に
な

る
こ
と
に
つ
い
て
の
相
談
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
子
様
同
伴
で

の
参
加
も
可
能
で
す
。

日　
　
時　
11
月
28
日
㈭　
午
前
11
時
～

場　
　
所　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

相
談
料　
無
料

予　
　
約　
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

受
付
締
切　
11
月
25
日
㈪

問
合
せ
先　
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
☎
３
４-

８
７
２
０

女
性
再
就
職
・
転
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　民生委員児童委員が月に一度必ず開催する会議があり、それを定例会といいます。
　その会は、委員の活動で困ったことなど問題点を出し合い、意見交換する事で委員の活動を活性化し、その
基盤の強化を図ることを目的としています。
　また、定期的に気がかりな世帯への訪問活動や、社会福祉協議会が実施している高齢者世帯などに向けた給食サー
ビス、布団のクリーニングサービスの声掛けなども併せて行っています。
　「近年、全国の自治体では、民生委員児童委員のなりて不足の問題が取り沙
汰されていますが、委員活動はとても大切なものだと実感しています。働き
ながらの活動は、自分にとって満足できる状況ではありませんが、みんなで
助け合える地区が、地域になり、越前町となり、それが福井県になれば実り
の大きい活動になると思い活動を続けています。」	（宮崎地区会長　渡辺則久）

宮崎地区民生委員児童委員協議会の紹介

見守り活動の様子 給食サービスの様子 定例会の様子

小学校訪問の様子

フードロスを
削減することで、

ごみ全体の減量化にも
つながるので、ご協力
をお願いします。

フードロスとは？
　フードロスとは、まだ食べるこ
とができる食品がごみとして捨て
られている状態のことです。
　令和4年度に実施した可燃ごみの
組成調査の結果、町内の家庭から排
出された可燃ごみのうち、フードロ
スが11.9%、量にするとおよそ400
トンの食品が捨てられている計算に
なります。飲食店などの食べ残しを
含めると、その量はさらに増えます。
　フードロスは食品が無駄になる
だけでなく、水分を多く含むため、
ごみを焼却するときにより多くの
燃料・エネルギーを消費し、環境
への負荷やごみ処理費用の負担が
大きくなってしまいます。

広報 えちぜん 12広報 えちぜん13 令和 ６ 年 11 月号令和 ６ 年 11 月号

町からのお知らせ えちぜん



  電話でも内容を確認できます  ☎34-1444　☎34-1445　☎34-0866

　
「
関
西
文
化
の
日
」
は
、
関
西
が
誇
る
長
い
歴

史
に
培
わ
れ
た
豊
か
な
文
化
に
気
軽
に
接
す
る

機
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
に
、
賛
同
し
た
博
物

館
施
設
が
入
館
料
を
無
料
と
す
る
取
組
み
で
す
。

　

織
田
文
化
歴
史
館
で
は
「
関
西
文
化
の
日
」

の
2
日
間
、
す
べ
て
の
展
示
を
無
料
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
6
時

　
　
　
　
　
（
入
館
は
午
後
5
時
30
分
ま
で
）

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　
☎
３
６-

２
２
８
８

令
和
６
年
度　
関
西
文
化
の
日
の
お
し
ら
せ

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

鯖江・丹生消防組合公式 SNS

越前消防団
団員募集中
消防団に入って、

越前町を守ってみませんか？

図書館だより

町立図書館  ☎34‒0395　　越 前 分 館  ☎37‒7713
宮 崎 分 館  ☎32‒7713　　織 田 分 館  ☎36‒2288

問合せ先

令和6年度越前町防火ポスター・火災予防標語受賞作品
　越前町防火協会が、火災予防運動の一環として町内の小・中学生を対象に作品の募集をしたところ、防火ポスター
に430点、火災予防標語に179点の応募がありました。審査の結果、以下のみなさんが防火ポスターの特別賞、火
災予防標語の最優秀賞・優秀賞に選ばれました。児童・生徒のみなさん、たくさんのご応募ありがとうございました。

▲朝日小学校5年　
　柴田　雅己さん

▲常磐小学校5年
　内田　桃叶美さん

▲朝日小学校5年
　原　咲依さん

▲城崎小学校6年
　矢部　来幸さん

▲萩野小学校6年
　渡辺　大暉さん

▲宮崎小学校6年　
　山田　茜さん

▲宮崎小学校2年　
　西村　瞳月さん

▲糸生小学校2年
　月田　直和さん

▲四ヶ浦小学校1年
　荒井　結菜さん

▲織田小学校1年　
　堀　日真莉さん

▲朝日小学校1年　　
　髙橋　櫻さん

町
長
賞

消
防
団
長
賞

福
井
新
聞
社
賞

教
育
長
賞

消
防
長
賞

防
火
協
会
長
賞

★最優秀賞 「夢」「希望」少しの油断で 燃えつきる
  	宮崎中学校　山田　宗亮さん
★優 秀 賞 つくりたい サイレン鳴らない ぼくの町
	 	 朝日中学校　清水　詢之介さん
ちゃんとした？　家族みんなで　火のチェック	

朝日中学校　荒木　梨杏さん
大好きな　家族いるから　火の用心
	 	 織田中学校　宇野　稜翔さん
火の確認　油断をすれば　火の海に	 	

越前中学校　中梶　萌心さん
火に注意 赤いその手に 追われる前に
	 	 宮崎中学校　井上　琉和さん

越前町火災予防標語 受賞作品

　スマートフォンやモバイルバッテリーなどのリチウムイオン電池搭載製品関連の火災が増加して
います。主な原因は、製品の不具合や不適切な使用方法です。製品の取扱説明書に従って正しく使用・
管理を行い、火災の予防を心がけましょう。
　また、秋の火災予防運動週間に合わせ、町内の一部地域に消防職員が訪問し、「防火診断・住宅防
火に関するチラシ」の配布や、火災予防に関するアドバイス、火気の取扱いなどの注意喚起をさせ
ていただきます。公式 SNS では、火災予防に対する当組合の取組みや、住民のみなさんがご家庭
で行える火災予防について投稿していますのでご確認ください。

＊金額の大きい順で上位５件を掲載しています。そのほかの入札結果については、町ホームページをご覧ください。

令和6年度  入札結果一覧  9月16日～10月15日
入札日 工　　　事　　　等　　　名 地係 請負金額（円） 請負業者名 主管課
9 月20日 令和6年度　Ｂ＆Ｇ地域海洋センタープール改修工事 朝日 39,050,000 ㈱大生 スポーツ振興課
9 月20日 令和6年度　町道上野・蝉口線道路改良工事（その１） 上野 22,701,800 大門建設㈱ 都市整備課
10月 3日 令和6年度　上川去団地解体工事 上川去 9,640,400 ㈱四ヶ浦建設 定住促進課
9月20日 令和6年度　町道栃川線道路舗装補修工事 天王ほか 5,060,000 ㈱森下組 都市整備課
10月 3日 令和6年度　（県単）細野地区農業用用排水施設整備工事 細野 3,919,300 ㈲ニューチップ 農林水産課

11月9日 ( 土 ) ～ 15日 ( 金 ) は秋の火災予防運動週間です。11月9日 ( 土 ) ～ 15日 ( 金 ) は秋の火災予防運動週間です。

問合せ先  鯖江・丹生消防組合消防署
　　　　  丹 生 分 署　☎36‒0119
　　　　  朝日分遣所　☎34‒0119
　　　　  越前分遣所　☎37‒0119
　　　　  http：//www.fd-sabaenyu.jp/

よくある質問についてお答えします。
ご不明な点は各館カウンターにてお問い合わせください。

自分が以前借りた本を調べてもらえますか。

他の市町図書館で借りた本を町内図書館で返却することは可能ですか。

調べることはできません。
読書手帳や、図書館ホームページの「MY本棚」機能を使って履歴を残すことをおすすめし
ます。
※町立図書館または分館のカウンターで、オリジナルの読書手帳を1冊100円で販売しています。
　（中学生以下無料）

返却できません。
ただし、県立図書館で借りた本については、返却期限内であれば、町立
図書館または分館のカウンターで返却することができます。
※ブックポスト（夜間・休館日返却用ポスト）は利用できません。

よくある質問（サービス編）

　

文
化
的
景
観
は
、
平

成
16
年
の
文
化
財
保
護

法
の
改
正
に
よ
り
文
化

財
に
位
置
付
け
ら
れ
て

か
ら
、
今
年
度
で
20
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節

目
に
あ
た
り
文
化
庁
は
特
別
展
示
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
展
示
で
は
全
国
各
地
の
重
要
文
化
的
景

観
と
こ
れ
を
支
え
る
取
組
み
に
つ
い
て
「
す
ま

い
の
知
恵
」、「
水
と
く
ら
し
」
な
ど
の
テ
ー
マ

を
設
け
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
井
県
か
ら

は
、
越
前
町
の
重
要
文
化
的
景
観
「
越
前
海
岸

の
水
仙
畑　
上
岬
の
文
化
的
景
観
」
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
別
展
示
の
パ
ネ
ル
が
、

文
化
歴
史
館
の
文
化
交
流
ホ
ー
ル
で
展
示
さ
れ

ま
す
。

期　
　
間　
11
月
16
日
㈯
～

　
　
　
　
　
令
和
7
年
1
月
31
日
㈮

場　
　
所　
織
田
文
化
歴
史
館　

　
　
　
　
　
文
化
交
流
ホ
ー
ル

観
覧
料　
無
料

　
　
　
　
　
※
資
料
館
は
別
途
観
覧
料
が
必
要
で
す

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　
☎
３
６-

２
２
８
８

文
化
的
景
観
20
周
年
記
念
パ
ネ
ル
展
開
催
の
お
知
ら
せ
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▲ na Relo

2024越前町音楽祭2024越前町音楽祭
今年の音楽祭は、音楽高校・大学に通う福井県出身の学生グループ

「ただいま福井プロジェクト」および、福岡を拠点に活動するミュージシャン4人組
「na Relo（ナレロ）」の演奏をお届けします。

主　　催　越前町音楽祭実行委員会
問合せ先　越前町音楽祭実行委員会事務局
　　　　　（越前町生涯学習センター内）
　　　　　☎34‒2000

期　日  11月23日（土・祝）
時　間  開場：午後1時

 開演：午後1時30分
会　場  カメリアホール
出　演 	【第1部】ただいま福井プロジェクト

音楽高校・大学に通う福井県出身の学生グループ。県外
で音楽を学び、地元のみなさんに「おかえり」と言って
いただけるような音楽や空間作りを目標としています。

	 【第2部】na	Relo
福岡を拠点に活動するミュージシャン4人組。コロナ禍
を機に「自分たちに出来ること」を模索し YouTube
での活動を開始。個性が光る4人によるさまざまな年
代・ジャンルの名曲のカバーは必見です。

入場
無料

▲ただいま福井プロジェクト

　

織
田
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
若
者
活
動
事
業

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｉ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
家
族
こ
ぞ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
12
月
1
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　
　
所　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　
織
田
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局

　
　
　
　
　
（
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
６-

７
７
１
０

合
併
20
周
年
記
念

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｉ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
を
開
催
し
ま
す

生涯学習
センター
だより

ポーセラーツ講座　～オリジナルお茶碗づくり～
　ポーセラーツは、好きな色や模様の転写紙を使い、自由に
磁器絵付けを楽しめるハンドクラフトです。自分だけのお茶碗
を作って、ぜひご家庭で使ってみてください。
日　時  11月20日（水）　午後7時～ 8時30分
会　場  織田コミュニティセンター　中会議室
講　師  橋本　敬子 氏（ヴォーグ社認定　ポーセラーツインストラクター）
定　員  15人　 受講料 　1,300円（材料費として）
申込先  越前町生涯学習センター ☎34-2000　 締　切 　11月6日（水）

そば打ち体験講座
　今年の年越しは、自分で打った蕎麦を食べませんか。ご家
庭でもできる蕎麦の打ち方を学び、生地を切って麺にすると
ころまで体験します。
日　時  12月8日（日）　〈前半の部〉午前10時～ 11時

〈後半の部〉午前11時～正午　ご希望の回（前半・後半）をお伝えください。
会　場  宮崎コミュニティセンター　調理実習室
講　師  室田　正人 氏（平楽夢農倶楽部代表）

 室田　翔一 氏（平楽夢農倶楽部）
定　員 　各回８人　　 受講料 　500円（材料代として）
持ち物 　エプロン、三角巾、マスク
申込先  生涯学習センター宮崎分館　☎32-7712
締　切  11月29日（金）　　 共　催 　宮崎女性の会

パソコン講座 ～Wordを使った年賀状・チラシづくり～
　先生から、文字の種類や大きさ、写真やイラストの配置
のコツなどを教えてもらいましょう。
日　時  11月20日（水）、21日（木）、22日（金）午後1時30分～ 3時30分
会　場  織田コミュニティセンター 　小会議室
講　師  仲保　美智枝 氏
定　員   10人（3日とも受講できる人） 
受講料   500円（テキスト代として）
持ち物   写真・イラストのデータ ( デジカメ、SD カード、

USB メモリーなどに入れてご持参ください )
※お持ちでない人には、サンプル画像をご用意します。

その他   ご自身のパソコンで受講する人は、パソコンに応
じたテキストをご用意しますので、バージョンを
お知らせください。（例：Word2016）

申込先  生涯学習センター織田分館　☎36-7712
締　切  11月18日（月）

冬の寄せ植え講座
　新年に向けて縁起物の門松を作ります。手作りの門松で
福を呼び込みましょう。
日　時  12月14日（土）午後1時30分～ 3時
会　場  宮崎コミュニティセンター　創作工芸室
講　師  小林　鈴子 氏（小林農園）
定　員 　15人　
受講料 　2,500円程度（材料代として）※使用する材料によって変わります。
持ち物   移植ごて、ゴム手袋
その他  ご家庭にある植木鉢を使用したい人はご持参ください。
申込先  生涯学習センター宮崎分館　☎32-7712
締　切  12月11日（水）

▲こちらからも
　お申込みできます

　自宅の一室や空き家で「農家民宿」を開業するためのセミナーを開催します。
今、都会に住む人や外国人旅行者から農山漁村への観光が注目されています。農家民宿
には多くの規制緩和があり、一定の条件の下、一般の人でも開業できます。山海里の自
然と歴史、多様な食や文化を持つ丹南地域の魅力を発信し、人を呼び込む場所を一緒に
作ってみませんか？

農家民宿 開業セミナーを開催します

申込・問合せ先　丹南農林総合事務所　☎23‒4532

日　　時 12月7日（土）　午後1時30分～ 4時

場　　所 市民プラザたけふ４階　多目的ホール
　　　　　（越前市府中１丁目11－2　武生駅前・アルプラザ武生の4階）　

対	象	者 農家民宿に関心のある一般の人、観光事業者など　50人程度

内　　容 ① 農家民宿の開業にかかる制度について
　　　　　　　（一財）都市農山漁村交流活性化機構　花垣 紀之 氏
　　　　　② 農村の魅力発信、「帰る旅」について
　　　　　　　（株）リクルート　じゃらんリサーチセンター　北嶋 緒里恵 氏

申込方法 QR コードまたは電話でお申込みください。

申込締切 12月4日（水）
▲申込はこちら

　
11
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越
前
漁
港
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獲
れ
た
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前
町
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、
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！

　
越
前
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覚
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い
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、
ぜ
ひ
お
越
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だ
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淋しいが顔には出さぬ笑顔です	 林　栄美子
淋しさへ旅の想い出ひたる夜	 嵐　喜美枝川 柳

陶芸村だより 2024年

11月

越前焼の館 ☎32‒2199
開館時間／平　日10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休 館 日／年末年始のみ

越前陶芸村文化交流会館
☎32‒3200
開館時間／9：00～17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174
開館時間／9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休 館 日／月曜（祝日を除く）、祝日の翌日、年末年始

11/16㊏

▲ 12/25㊌

クリスマスイベント
プラントピア

開園時間　午前9時〜午後5時（入園受付は午後4時まで）  入 園 料　大人310円　中高生200円　小学生100円
休 園 日　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合はその翌日）  問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

時　間 午前 9 時〜午後 3 時
材料費 1,100円（入園料別）
申込み 電話でお申込みください。

押し花キーホルダー作り押し花キーホルダー作り
プラントピアオリジナルの台紙に押し花をはっ
て、キーホルダーを作ろう。好きな台紙を選ん
でオリジナルのキーホルダーが作れます。

時　間 午前 9 時〜午後 3 時

材料費 330円（入園料別）

申込み 電話でお申込みください。

木の実やドライフラワーを使って、クリスマ
スリースを作ろう！可愛い手作りのパーツが
リースを彩ります。

時　間 午前 9 時〜午後 3 時
材料費 2,200円（入園料別）
定　員 30人（先着順）
対象年齢 10歳以上
申込み 電話でお申込みください。

親子で楽しむクラフト作り
「メリークリスマス」

クリスマスレターボックスクリスマスレターボックス
杉板を組み合わせてクリスマスカラーの
レターボックスを作ろう。

サンタさんや雪
だるまのパーツ
を作って、クリ
スマスの壁掛け
を作ろう。

時　間 午前 9 時〜午後 3 時
材料費 550円（入園料別）
申込み 電話でお申込みください。

クリスマスリース作りクリスマスリース作り

越前焼の館　イベント情報 問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

踏青舎（泉）

わたわたししののいちおいちおしし展展
期　間　11月15日（金）～1月13日（月・祝）
時　間　平日　午前10時～午後 4 時
　　　　休日　午前 9 時～午後 5 時

窯元がおすすめする器や新作を集めた小
さな個展です。作家のこだわりが詰まった
作品を展示販売中。普段とはちょっと違う
器に出会えるかも！ 11月、12月は踏青舎

（泉）、竜仙窯（岩間）です。

竜仙窯（岩間）

越前陶芸村文化交流会館　イベント情報 問合せ先　越前陶芸村文化交流会館　☎32‒3200

越前焼感謝祭越前焼感謝祭20242024

福井県陶芸館・古窯博物館　イベント情報 問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

定　員　各回8人  事前予約優先
料　金　2,300円
 （抹茶、干菓子付き）
キャンセル料　3日前から100％
持 ち 物 布切はさみ
※できあがりサイズ
　一辺10cm

期　間　11月17日（日）
時　間　午前10時～、午後1時30分～
所要時間　約2 時間
場　所　越前古窯博物館 
　　　　旧水野家住宅 和室
特別講師　itotte 砂原かおり氏
対　象　小学生以上
※針を使うため小学生は保護者
　同伴で参加してください。

お渡し日 12月21日（土）以降
※配送の場合は別途料金がかかります。
※電球台座も別途料金がかかります。
※焼き上がりサイズ
　高さ約16cm

期　間　11月2日（土）
時　間　午前10時～、午後2時～
所要時間　約90分
場　所　福井県陶芸館 
　　　　陶芸教室
料　金　3,800円
定　員　各回15人  事前予約優先
キャンセル料　3日前から100％

越前焼『灯りとり』ワークショップ越前焼『灯りとり』ワークショップ 手縫いでちくちく♪ さんかくケース作り手縫いでちくちく♪ さんかくケース作り♬♬
お部屋を彩る「灯りとり」
を手作りしてみませんか？
2種類の土台からひとつ選
び、専用の道具で穴を開け
たり模様を描いてオリジナ
ルデザインの灯りとりを作
ることができます。
越前焼の灯りとりからこぼ
れる光は優しく、温かな空
間を演出します。

アクセサリーやお気に入り
の小物入れに ! ミシンを使
わず、アクセントになるサ
イドの千鳥ステッチを5色
から選んで手縫いでさんか
くケースを作ります。
縫い方は詳しくお教えしま
すので、裁縫初心者の人も
トライしてみてください !

▲申込はこちら ▲申込はこちら

期　間 11月16日（土）～12月22日（日）
時　間 午前９時～午後５時（最終入館　午後４時３０分）
場　所 越前陶芸村文化交流会館　ロビー

例年好評の「越前焼感謝祭」を今年もやります‼窯元は常に新しいものへ挑
戦しています。そんな中で現在は作っていない形や釉薬。組皿でバラ売りして
しまったものなど。越前焼窯元から、この一年の感謝を込めて、お求めやす
い価格で提供します。すべてが一品もの。同じものは手に入らないこの感謝
祭にどうぞいらしてください。（窯元によっては品物が無くなり次第終了する場
合がございます )
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めでたやな娘の門出盃を割る	 笹下　利行
早朝の冷気命がよみがえる	 渡辺　照子川 柳今日一日幸多かれと祈る朝	 松村　典子

熱々の御飯にぱっと割る卵	 武藤　久子川 柳

男
女
共
同
参
画・

人
権
の
と
び
ら

男女共同参画・人権のとびら
ｖｏｌ.92

ひとりで悩んでいませんか？

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と

　職場でのいじめ、ストーカー、セクシュアル・ハラスメント、夫やパートナーからの暴力…。ひとりで悩
まず、電話してください。
　「女性の人権ホットライン」は、悩みを持った女性が気軽に相談できる専用の電話相談窓口で、法務局職
員または人権擁護委員が相談に応じます。

問合せ先　住民環境課　☎34‒8708

ゼロナナゼロのハートライン　☎0570–070–810
　通常、平日の午前8時30分から午後5時15分までのところ、強化週間中は受付時間を延長し、
土・日も開設します。

期　　間  11月13日（水）〜 19日（火）
受付時間  11月13日（水）～ 15日（金）、18日（月）、19日（火）は、午前8時30分から午後7時まで
  11月16日（土）、17日（日）は、午前10時から午後5時まで

強化
週間

　こども家庭庁では、毎年11月に「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」を実施し、
児童虐待問題に対する深い関心と理解を得ることができるよう、児童虐待防止のための広報・啓発
活動を行っています。
　また、町では、福井児童相談所や鯖江警察署などの関係機関と町の関係部署からなる「越前町要
保護児童対策地域協議会」を設置し、児童虐待防止に向けて取り組んでいます。

申込・問合せ先　子ども未来課　☎34‒8725

児童相談所虐待対応ダイヤル
【24時間365日対応】

189　（いちはやく）

児童相談所相談専用ダイヤル
【24時間365日対応】

0120－189－783
（いちはやく おなやみを）

福井児童相談所
【24時間365日対応】

0776－35－1781

子ども未来課
【平日 午前8時30分〜午後5時15分】

34－8725

「あの子、もしかして虐待を受
けているのでは…」

「近くに子育てについて悩んで
いる人がいる…」

「子育てがつらい、子どもに当
たってしまう…」

このようなときは相談・このようなときは相談・
連絡してください連絡してください

「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」
期間です

11月は

　毎年11月30日（いい看取り・看取られ）を「人生会議の日」と定めています。人生会議とは、治り
にくい病気になったり、自分の意思を伝えられなくなった時に備え、どのような医療やケアを望んでい
るか事前に話し合うプロセスをいいます。以下のSTEP１～５の流れで進めましょう。

問合せ先　地域包括支援センター　☎３４‒8729

　伝えておきたい思いを福井県版エンディングノート「つぐみ」に書き込んでおいてはいかがでしょうか。
「つぐみ」は地域包括支援センターで無料配布しています。

あなたの大切にしたいこと
はどんなことかを考えましょう

好きなこと、嫌いなこと
どんな医療・ケアを受け
たいか

考え、話し合ったことを
書き留めておきましょう

家族や医療・介護関係
者と内容を共有しま
しょう

あなたの代わりに気持ちを
伝えてくれる人を選びましょう

STEP

02

かかりつけ医に相談しま
しょう

あなたの思いについて信頼で
きる人や医療・介護関係者と
話し合いましょう 自分の今の健康状態について理解

していますか？病状や治療につい
て分からないことを聞きましょう

なぜそう思うのか？
その理由も話し合いましょう

STEP

03

伝えていますか
あなたの気持ち

自分の希望を理解し、尊重できる人は誰？
友人？　　　				妻？　　　　兄弟？

11月30日は11月30日は「人生会議の日」「人生会議の日」です！です！

ここが
大切

人生会議の進め方 スタート

STEP

05

STEP

04

STEP

01

大事なポイント
気持ちが変化することもあります。
いつでも、何度でも繰り返しましょう

「高齢者虐待かもしれない」と感じた時はためらわず、
地域包括支援センターへご相談ください。
通報した人の秘密は固く守られます。

みんなで防ごうみんなで防ごう  高齢者虐待高齢者虐待

問合せ先　地域包括支援センター　☎34‒8729

・なぐる、蹴る、つねる、やけど
をさせる
・無理やり食べ物を口に入れる

身体的虐待

・こども扱いする、怒鳴る、のの
しる
・高齢者の話を意図的に無視する
など

心理的虐待

・空腹、脱水症状、低栄養などを放置する
・入浴や散髪などをしなかったり、室内が
ゴミだらけなど不衛生な状態を放置する

介護などの放棄・放任等

・排泄の失敗の罰として、下半身を裸に
して放置する

性的虐待

・生活費など高齢者が必要な
お金を渡さない
・高齢者の年金や預貯金を無
断で使用する

経済的虐待

～このような行為は～このような行為は
　　　　　虐待にあたります～　　　　　虐待にあたります～
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友達が次々と逝き淋しくて	 山内　千代
昼食は一人淋しいカップ麵	 山谷　ゆり川 柳米作り割に合わぬと荒らす土地	 司辻　文子

淋しさを癒やしてくれる友の情	 向当みつ子川 柳

問合せ先   地域包括支援センター　☎34‒8729

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ

問合せ先　地域包括支援センター丹生　☎34‒8000
　　　　　地域包括支援センター　　　☎34‒8729

　「つるかめ体操」をやってみたい、自分の地区
や団体でも、「つるかめ教室」をやってみたいと思
われる場合、下記までお問い合わせください。
　一緒につるかめ教室で健康な身体を作りましょう！

こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第105回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

問合せ先　
健康保険課　☎34‒8710

11月14日は「世界糖尿病デー」です

　世界の各地で、シンボルマークのブルーサークルにちなんだブルーライトアップが実施されます。

　糖尿病は、今や成人のおおよそ10人に1人が抱える病気です。
健診で血糖値が高めといわれたけれど、特に症状がないから大丈夫と
思っていませんか。糖尿病の怖さは、初期の段階では自覚症状がほとん
ど無いことです。そのため、気がついたときにはかなり進行している場
合が多く、命に関わる合併症が起きやすくなっていることがあります。

食事のポイント
●	よく噛んでゆっくり食べましょう。
●	水分補給は水かお茶にして、甘い飲み物は控
えめにしましょう。

運動のポイント
●	階段を利用するなど、意識して運動量
を増やしましょう。

●	近所を散歩してみましょう。

子育て世代子育て世代
包括支援センターだより包括支援センターだより

申込・問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34‒8821

子育て講座① 子育て講座②
開催日 11月23日（土・祝） 12月15日（日）
時   間 午前10時～ 11時30分
場   所 越前町生涯学習センター　2階　会議室

内   容

★子どもとわたしの睡眠について（Part1）
★子どもの食について
・家庭の味、塩分チェック
（家庭で作ったお味噌汁をご持参いただき、
	塩分量を測定します）
・味覚チェック

★子どもとわたしの睡眠について（Part2）
★メディアの上手な使い方

定   員 各20組（1家族1組とする）
申   込 母子手帳アプリ「母子モ」または電話でお申込みください。

　0歳児から年長児までのお子さんを養育する保護者や、お子さんのお世話をすることがある
祖父母の人を対象に、下記日程で子育て講座を開催します。
　お子さんの眠りや味覚、メディアとの付き合い方について、一緒に考えてみませんか。

※当日は託児所を開設していますので、希望する場合は申込み時にお知らせください。
※睡眠についての話の内容は①と②で異なります。両日参加も可能です。

令和6年度令和6年度
子育て講座のお知らせ子育て講座のお知らせ

▲母子手帳アプリ
　「母子モ」

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時～午後5時）
11月 3 日㈰ 祝

織田病院 ☎36-1000
11月 4 日㈪ 振休
11月10日㈰ 藤田医院 ☎34-0044
11月17日㈰ 両林医院 ☎37-0005
11月23日㈯ 祝

織田病院 ☎36-1000
11月24日㈰
※事前に医療機関へ電話連絡のうえ、受診してください。

問合せ先 ♠健康保険課 ☎34‒8710
 ♥子育て世代包括支援センター ☎34‒8821
 ♦越前町社会福祉協議会 ☎34‒2388

集団検診予約
QRコード

♠心をいやす相談会（予約制） 
11月 5 日㈫ 午前９時30分～正午 越前町役場
※電話相談になる場合があります。

受　付　時　間 健康診査※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

11月17日㈰ 生涯学習センター 午前 9 時～ 11時 ● ● ● ● ●
※10時まで

※１ 肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施しています。
※２ 大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。

♠集団健康診査（予約制）

♦介護おはなし会（介護講座・予約制）
11月25日㈪ 午後１時30分～ 3時 社会福祉センター

♦子育てサロン
毎週水、金曜日 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後 午後2時まで 社会福祉センター
第1～4土曜日・祝日 午前 9 時30分～午後2時 社会福祉センター
※11月30日（土）はお休みです。

♥5歳児健診
11月29日㈮ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥2歳児歯科健診
11月20日㈬ 午後1時30分～ 4 時30分 織田コミュニティセンター

♥1歳6か月児健診
11月13日㈬ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥ママのおしゃべり会
11月 6 日㈬ 午前10時～ 11時 朝日子育て支援センター
11月26日㈫ 午前10時～ 11時 はぎの子育て支援センター

♥育児教室（予約制）
11月21日㈭ 午前９時30分～正午 織田コミュニティセンター
11月28日㈭ 午前９時30分～正午 織田コミュニティセンター

♦無料法律相談会（予約制）
11月26日㈫ 午後 1 時～ 4 時 社会福祉センター

　つるかめ教室は、各地区集落センター単位で介護予防サ
ポーターさんが中心となり行われている教室と、町内5か所
（保健センターなど）で在宅介護支援センターの相談員が中
心となって行う介護予防教室（つるかめ教室）があります。
　今回は朝日保健センターで在宅介護支援センターさざ
んかホールの相談員が講師となり活動している、にこに
こ教室の活動をご紹介します。
　にこにこ教室は毎週金曜日につるかめ体操や季節の塗
り絵・脳トレをしながらおしゃべりを楽しんでいます。
参加者のみなさんが作った彩り豊かな手工芸や塗り絵の
作品がたくさん飾られてみなさんの個性があふれていま
す。元気いっぱい、笑顔いっぱいのみなさんです。

にこにこ教室をご紹介します！にこにこ教室をご紹介します！

〈在宅介護支援センターさざんかホール
 白澤相談員から一言〉
つるかめ体操でこころもからだも元気に！！
つるかめ体操をやってみたい人は、ぜひご相談
ください。“笑う門には福来る”ですよ～！
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広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 おはようで家族のドラマまわり出す	 原　　榮子川 柳

　
10
月
12
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
カ

メ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
「
越
前
町
合
併
20
周
年
記
念

式
典
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
ご

来
賓
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
、
20
年
と
い
う
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
の

式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
の
表
紙
は
、
そ
ん
な
式
典
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
町
内
4
中
学
校
吹
奏
楽
部
に

よ
る
合
同
演
奏
か
ら
一
枚
。
演
奏
し
た
曲
は
、
ベ

ル
ギ
ー
の
作
曲
家
ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
ス

ト
が
作
曲
し
た
「
ア
ル
セ
ナ
ー
ル
」。
１
９
５
５

年
に
ベ
ル
ギ
ー
の
メ
ヘ
レ
ン
を
拠
点
と
す
る
バ

ン
ド
「
鉄
道
工
場
吹
奏
楽
団
」
の
創
立
50
周
年

を
記
念
し
て
作
曲
さ
れ
た
曲
で
、
格
調
高
い
コ

ン
サ
ー
ト
マ
ー
チ
は
20
周
年
記
念
式
典
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
ぴ
っ
た
り
の
選
曲
で
し
た
。

　
私
は
リ
ハ
ー
サ
ル
で
の
演
奏
も
聴
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
が
、
本
番
で
の
演
奏
が
一
番
素
晴
ら
し

か
っ
た
の
が
印
象
的
で
、
私
自
身
音
楽
を
や
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
感
動
し
た
と
同
時
に
、
子
ど

も
た
ち
特
有
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

（
敬
称
略
、
10
月
15
日
現
在
）

（
10
月
15
日
現
在
）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

東
内
郡	

與
坂
　
常
雄
さ
ん
（
93
歳
）

西
田
中	

千
秋
　
英
三
さ
ん
（
86
歳
）

上
川
去	

齊
藤
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
100
歳
）

佐
々
生	

牧
野
　
一
生
さ
ん
（
94
歳
）

気
比
庄	

伊
藤
須
惠
子
さ
ん
（
91
歳
）

気
比
庄	

青
山
　
修
一
さ
ん
（
77
歳
）

小
曽
原	

間
所
　
　
傳
さ
ん
（
91
歳
）

小
曽
原	

滝
本
　
孝
男
さ
ん
（
88
歳
）

江
　
波	

向
當
志
ず
を
さ
ん
（
94
歳
）

江
　
波	

坂
下
美
知
惠
さ
ん
（
82
歳
）

新
　
保	

小
林
　
　
桂
さ
ん
（
89
歳
）

小
　
樟	

宮
下
　
豊
和
さ
ん
（
75
歳
）

大
　
樟	

畑
　
　
和
子
さ
ん
（
82
歳
）

道
　
口	

山
口
　
幾
男
さ
ん
（
73
歳
）

　
厨	

大
橋
ツ
タ
ヱ
さ
ん
（
92
歳
）

高
　
佐	

筬
矢
　
す
み
さ
ん
（
92
歳
）

米
　
ノ	

花
田
　
　
満
さ
ん
（
56
歳
）

米
　
ノ	

酒
井
　
義
孝
さ
ん
（
85
歳
）

　
北	

冨
田
ト
ミ
子
さ
ん
（
87
歳
）

　
東	

髙
島
　
昇
藏
さ
ん
（
91
歳
）

高
　
橋	

駒
野
　
與
説
さ
ん
（
87
歳
）

馬
　
場	

水
田
　
由
一
さ
ん
（
68
歳
）

　
最
近
は
、
ま
す
ま
す
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
き

つ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
1
日
の
寒
暖
差
が
激
し
い
こ
の
季
節
は
体
調

を
崩
し
や
す
い
の
で
、
み
な
さ
ん
も
体
調
管
理

に
は
十
分
気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

こしの都TV９チャン（デジタル091ch）

11月の越前町関連の番組放送予定

こしの都ネットワークガイド

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。
問合せ先　こしの都ネットワーク㈱
　　　　　企画制作チーム　☎51–0101

※町公式動画チャンネルで「いきいき情報局」
を配信中！テレビ放送が終了したバック
ナンバーは、こちらからご覧いただけます。

知ってる人が
出演してるかも? こしの都ネットワーク

キャラクター
けーぶるん

■	あくてぃぶ！きらめく仲間たち
公民館講座などを楽しむみなさんを紹介。
　「拳友会　新空手道 柳生道場」（11月23日～）

■	Jr.+（ジュニアプラス）
「常磐小学校・地区体育大会」(11月2日～)
■	丹南キッズ	～ことばのタイムカプセル～

元気キッズが将来の夢を発表！二十歳になる頃に
再放送します。
　「西徳寺保育園」（11月16日～）

■	越前町いきいき情報局
生活のオトク情報を放送中！
①7:55～ ②12:55～ ③19:55～ ④23:55～

「みんなで協力！冬への備え」(11月9日～)
「えちぜん男女共同参画のつどい」(11月23日～)

西
田
中 

山や
ま
し
た下　

凪な

ぎ葵
（
大
征
、
男
）

東
内
郡 

春は
る
き木　

凪な

ゆ結
（
清
伽
、
女
）

東
内
郡 

南み
な
み
　
　

詩し

の乃
（
絢
人
、
女
）

朝　

日 

三み
た
む
ら

田
村
望の

あ亜
（
定
憲
、
女
）

気
比
庄 

松ま
つ
む
ら村

穂ほ

の

か
乃
佳
（
竜
一
、
女
）

気
比
庄 

松ま
つ
む
ら村

和わ

か

な
佳
奈
（
竜
一
、
女
）

樫　

津 

林は
や
し
　
　

由ゆ

め芽
（
直
樹
、
女
）

八
田
新
保 

江え

ど戸
旺お
う
し
ろ
う

志
朗
（
拓
也
、
男
）

梅　

浦 

小こ
た
き瀧　

芽め

い郁
（
沙
希
、
女
）

高　

佐 

山や
ま
し
た下　

優ゆ

ま茉
（
賢
二
、
女
）

大
王
丸 

川か
わ
ば
た畑　

美み
づ
き月

（
潤
、
女
）

上
山
中 

堀ほ
り　
　

羽は

な花
（
光
晴
、
女
）

細　

野 

山や
ま
も
と本　

樹い
つ
き生

（
弘
輔
、
男
）

人口と世帯
（10月1日現在）
※住民基本台帳より

人　口	 19,794	人

　男	 9,664	人
　女	 10,130	人
世帯数	 7,252	戸

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

（前月から22人の減）

なかよしひろば（施設開放）
施設名 実施日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 ★ 11月 6 日（水） 34-5602

朝 日 南 保 育 所 ★ 11月14日（木） 34-1614

あ さ ひ 保 育 所 11月13日（水） 34-0081
認 定 こ ど も 園
あ さ が お 保 育 園 11月 7 日（木） 34-1110

宮崎中央保育所 ★ 11月 6 日（水） 32-2067

小 曽 原 保 育 所 ★ 11月14日（木） 32-2039

陶 の 谷 保 育 所 ★ 平日午前中随時開放 32-3014
認 定 こ ど も 園 ★西 徳 寺 保 育 園 　 11月7日（木）、14日（木） 37-1354

四ヶ浦こども園 ★ 平日随時開放 37-0305

織 田 保 育 所 ★ 平日午前中随時開放 36-0160

はぎのこども園 ★ 平日午前中随時開放 36-0396
認 定 こ ど も 園
た い ら 保 育 園 ★ 平日午前中随時開放 36-0251

※★の施設を利用される場合は、お電話にて事前にご連絡ください。

学
Ｈ 

　

さ
て
前
回
は
小
粕
窯
跡
か
ら
湖
東
式
軒
瓦
が

出
土
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た

Ｅ
子 

　

確
か
湖
東
式
軒
瓦
は
滋
賀
県
東
部
の
寺
院
跡

で
出
土
す
る
瓦
で
し
た
よ
ね
？

学
Ｈ 

　
そ
の
通
り
で
す
。
湖
東
式
軒
瓦
は
、
別
名
を
近

江
様
式
と
も
い
う
古
代
瓦
の
様
式
名
で
、滋
賀
県

東
部（
湖
東
地
域
）の
愛
知
郡
、蒲
生
郡
を
中
心
に

寺
院
跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

 

　
花
弁
中
に
子
葉
を
入
れ
、
中
房
の
周
囲
及
び
外

区
に
珠
文
が
巡
る
軒
丸
瓦
や
、
重
孤
文
と
瓦
当
下

端
部
に
指
先
で
波
状
文
が
施
し
て
あ
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。
滋
賀
県
以
外
で
は
岐
阜
県
・
長
野
県
・

福
井
県
な
ど
で
出
土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
東
海
方
面
に
も
そ
の
波
及
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

　

当
時
は
寺
院
の
み
に
瓦
が
葺
か
れ
て
い
た
の

で
す
か
？

学
Ｈ 

　

初
め
て
瓦
が
作
ら
れ
た
の
は
約
二
八
〇
〇
年

前
の
中
国
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
、
百
済

か
ら
仏
教
と
と
も
に
伝
来
し
ま
し
た
。最
初
は
寺

院
の
み
で
し
た
が
、時
代
が
経
つ
に
つ
れ
て
役
所

に
も
葺
く
た
め
に
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
寺
院
や
役
所
に
葺
か
れ
た
瓦
は
、
そ
れ
を
造

営
し
た
豪
族
や
役
人
た
ち
の「
建
物
外
観
を
中
央

（
畿
内
）の
も
の
と
で
き
る
だ
け
近
づ
け
、自
分
た

ち
の
権
威
を
示
す
」と
い
う
政
治
的
な
意
思
を
反

映
す
る
も
の
で
し
た
。

 

　

福
井
県
で
瓦
が
最
初
に
使
わ
れ
た
の
は
七
世

紀
半
ば
の
こ
と
で
す
。越
前
で
は
、深
草
廃
寺（
越

前
市
深
草
）と
篠
尾
廃
寺（
福
井
市
篠
尾
町
）を
皮

切
り
に
、野
々
宮
廃
寺（
越
前
市
五
分
市
町
）・
三

宅
廃
寺（
福
井
市
三
宅
町
）
と
い
っ
た
寺
院
が
七

世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
創
建
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、丹
生
郡
の
郡
衙（
郡
役
所
）跡
と
考

え
ら
れ
る
高
森
遺
跡（
越
前
市
高
盛
町
な
ど
）
か

ら
も
瓦
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
寺
や

役
所
の
建
物
す
べ
て
が
瓦
ぶ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。ど
う
や
ら
特
に
重
要
な
建
物
だ
け
に

葺
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

Ｅ
子 

　
重
要
な
建
物
と
い
う
と
金
堂
と
か
で
す
か
？

学
Ｈ 

　

そ
の
通
り
で
す
。
例
え
ば
寺
で
は
塔
や
金
堂

（
本
尊
を
安
置
し
た
建
物
）な
ど
、信
仰
や
法
会
の

中
心
と
な
る
建
物
、役
所
で
は
政
庁
の
よ
う
に
儀

式
を
行
っ
て
国
家
の
権
威
を
示
す
よ
う
な
建
物

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｅ
子 

　
古
代
の
瓦
っ
て
雨
を
し
の
ぐ
た
め
の
も
の
だ
け

で
は
な
く
、政
治
的
な
意
思
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｈ 

　

そ
の
よ
う
な
瓦
に
つ
い
て
次
回
も
説
明
し
て

い
き
ま
す
。

【
引
用
・
参
考
文
献
】

織
田
町
教
育
委
員
会『
小
粕
窯
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

一
九
九
四
年

久
保
智
康「
近
世
赤
瓦
の
系
譜
」『
北
陸
の
瓦
の
歩
み
』

（
株
）日
本
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
協
会
北
陸
支
部

二
〇
〇
一
年

中
原
義
史「
古
代
の
瓦
と
寺
院
」『
北
陸
の
瓦
の
歩
み
』

（
株
）日
本
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
協
会
北
陸
支
部

二
〇
〇
一
年

越
前
町
教
育
委
員
会『
越
前
町
織
田
史（
古
代・中
世
編
）』

二
〇
〇
六
年

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
130
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■授業公開を行います
11月11日から14日まで授業公開お
よび研究授業週間です。詳細は丹生
高校ホームページをご覧ください。

■中高一貫説明会を実施しています
町内の中学校で、中学2年生の保護者対
象の説明会を実施しています。詳しくは
各中学校にお問い合わせください。

■ホームページをご覧ください
今年から HPをリニューアルしました。
生徒の活躍・学ぶ様子をリアルタイムで
発信！ぜひご家族でご覧ください。

　平成19年度から始まった中高一貫教育も今年で18年目を迎えました。越前町内の中学
生だけでなく、近年は町外や県外からも多くの生徒が進学する丹生高校。越前町の将来を
担う子どもたちが安心して学ぶことのできる丹生高校の教育活動について、お伝えします。

丹生高校は、生徒の主体的な学習活動や学び合い、教え合いにより
学力の向上を図ります。生徒一人ひとりのさまざまな進路実現に向
け、丁寧に全校体制でサポートします。

1
　中学3年生から連携生徒の交流が始まるため、「高1クライシス」と呼ばれる高校進学に伴う環
境などの変化による精神面などの不調が生じることがありません。また、高校で学ぶ内容を中
学3年生の3学期から、発展的な学習として、先取りで実施しています。意欲の高い仲間と4年
間学ぶことで、自分の能力をさらに伸ばすことができます。また、安心して学校生活を過ごすこ
ともできます。

中高一貫教育のメリットについて

　令和7年度に実施を予定している創立百周年記念事業も、いよいよ迫ってまいりました。来年度より
3学年ともジェンダーレスを取り入れた制服となり、新しい制服で記念事業を迎えることになります。
また、昨年の10月から百周年に向けた寄付募集活動を開始し
ております。越前町の高校として邁進する本校のために、温か
いご支援を賜りたく、皆様に広くお願いする次第です。詳しく
は丹生高校ホームページなどをご確認ください。
　現在、NT（総合的な探究）の時間を活用して、2年生が4月
からマスコットキャラクターの製作や広報などの記念事業の準
備を進めています。生徒とともに思い出に残る百周年を迎えら
れるようさまざまなことに取り組みたいと思います。

2
　丹生高校には「探究科」はありませんが、他の高校に比べても早い時期から探究的な活動
を進めています。具体的には、連携クラスの1・2年生が協力して「越前町」についての課題
を研究し、毎年2月に越前町長に研究成果を報告しています。中学3年生は、その準備として、
サマースクールやウインタースクールで探究的な学びを行います。予測が困難なこれからの
時代を生き抜くためには、答えのない課題に対して、多様な他者と協働しながら目的に応じ
た納得解を見いだすことができるかが、とても重要になってきます。丹生高校の連携クラスは、
他のクラスや他の学校に先駆けて探究活動を進めています。

中学三年生から探究活動が始まります

3
　中高一貫連携クラスの生徒の多くが地元を中心とした国公立大学への進学を希望していま
す。中学3年生からの4年間の計画的な進路指導や個別学習により、大学進学者の約半数が国
公立大学に合格するなど高い合格実績をあげています。近年では、難関大学進学を目指す生
徒もいます。卒業後は地元に戻り、教員や警察官、地方公務員になるなど、ふるさとを担う
人材として活躍しています。

進学実績

丹生高校の特色の一つである
　　　　　　　　中高一貫教育について

創立百周年に向け探究しながら準備を進めています

学びの特色　近年、丹生高校の部活動が目覚ましい活躍をしています。運動部では、野球部が、2022年3月の選抜大会に21世紀枠で出
場し、2023年春の県大会で悲願の初優勝を飾りました。引き続き、甲子園出場を目指し日々努力しています。ホッケー部は、
昨年女子が史上初の高校3冠を達成しました。今年は、男女ともインターハイに出場し、女子は大会3連覇を達成しました。
男子は、10月に行われた国民スポーツ大会に出場しました。現在、男女ともに12月に行われる選抜大会優勝を目指しています。
また、男子ソフトテニス部は、県のインターハイ予選で3位に入賞し、長野県で行われた北信越大会に出場しました。その他、
弓道部やバレーボール部、卓球部、サッカー部なども頑張っており、常に上位進出を目指して日々努力してます。
　文化部では、写真部が年間を通して極めて熱心な活動を続け、全国的な表彰を多数受賞しています。今年は、越前中学校
のふるさと PRポスター制作や、学校再編となる四ケ浦小学校や常磐小学校の1年間に密着し、その経過を写真に収めてい
きます。また、オーケストラ部も全国高校総文祭に出場するなど、活気が出ています。どの部活動も精力的に活動しています。

丹生高等学校からのお知らせ

二度とない青春を仲間たちと過ごし、豊かな人間性を培います

■ホッケー（男子）	 ■バレーボール（男子）	 ■ソフトテニス（男子）
■ホッケー（女子）	 ■バレーボール（女子）	 ■ソフトテニス（女子）
■弓道（男子）	 ■卓球（男子）	 ■サッカー
■弓道（女子）	 ■卓球（女子）	 ■硬式野球	

運動部
■オーケストラ	 ■ JRC
■写真	 ■茶道
■調理	 ■ ESS
■美術

文化部

地
域
に
信
頼
さ
れ
、

か
つ
愛
さ
れ
る

学
校
を
目
指
す

丹
生
高
等
学
校
基本情報

● 

大
正
14
年
に
朝
日
村
立
丹
生
実
科
高
等
女
学
校
開
校
。

　

 

昭
和
23
年
に
県
立
丹
生
高
等
学
校
開
校
。同
窓
生
約
１
７
０
０
０
人
。

● 

全
日
制
普
通
科
1
学
年
約
１
１
０
人
。
生
徒
の
約
7
割
が
進
学
。

● 

令
和
5
年
度
の
主
な
進
学
先
は
、
福
井
大
、
福
井
県
立
大
、
京
都
教

育
大
、
山
形
大
、
富
山
大
学
、
仁
愛
大
、
仁
愛
女
子
短
大
、
福
井
医

療
大
、
明
治
大
学
、
日
本
大
学
、
専
修
大
学
、
立
命
館
大
、
関
西
学

院
大
な
ど
。
主
な
就
職
先
は
、
福
井
村
田
製
作
所
、
信
越
化
学
工
業
、

鯖
江
村
田
製
作
所
、
㈱
ア
イ
シ
ン
福
井
、
福
井
め
が
ね
工
業
㈱
、
日

本
郵
便
㈱
な
ど
。

部活動！
Special  feature特  集

問合せ先　丹生高等学校　☎34‒0027
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商標です

町ホームページ
http：//www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

町ホームページ
QRコード

（スマートフォン用）

町公式動画チャンネル
QRコード

（スマートフォン用）

町LINE
QRコード

（スマートフォン用）

広報えちぜんは環境
に優しい植物油イン
キを使用しています。

本文には見やすく読み
まちがえにくいユニ
バーサルデザインフォ
ントを採用しています。

地域おこし協力隊 吉田隊員の

地域    オリーブ! act.11
～オリーブオイル販売研修～

　8月末に JR 京都伊勢丹で開催されたイタリア展に売り子として
参加してきました。
　オリーブオイルを作れるようになるのはまだしばらく先ですが、
オリーブオイルの販売調査や販売方法の勉強
をさせてもらいました。
　私がオリーブを始めるきっかけにもなった
チュニジアに関心のあるお客様ともお話がで
き、オリーブ栽培への意欲を高めることができ
ました。
　今年は少しだけオリーブの実を収穫できそ
うなので、塩漬けなどのおいしい食べ方を模索
してみようと思います

● 朝日子育て支援センター ●
No.02輝け！

ママ＆ベビーヨガ

七夕親子制作

デスクベル演奏♪

Happy
Halloween♥

♪ひーらいたひーらいた
　一緒に手遊びしよう

クリスマス会☆

夏祭りごっこ

ドンドンドン

ちび鬼だ～！

「おめでとうの会」
いろんな楽器を鳴らしてみたよ！

問合せ先　☎090-9298-2231　MAIL　yoshifumijob@gmail.com
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